
 
 

 

       

正
し
い
選
択 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅
井 

忍 



人 
 

 

物 
藤
本
香
織
（
２
７
）
（
４
８
）
ス
ナ
ッ
ク
従
業
員 

山
崎
賢
一
（
３
３
）
（
５
４
）
大
企
業
の
社
長 

藤
本
優
茉
（
５
）
（
２
７
）
香
織
と
賢
一
の
娘 

大
島
楓
（
４
０
）
（
６
１
）
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ 

矢
島
隆
（
５
０
）
賢
一
の
秘
書 

前
田
五
郎
（
５
０
）
（
７
１
）
ス
ナ
ッ
ク
の
常
連
客 

山
崎
麗
奈
（
３
０
）
賢
一
の
妻 

          

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 



 

〇
ス
ナ
ッ
ク
「
友
」
・
表
（
夜
） 

 
 

 
ス
ナ
ッ
ク
「
友
」
と
書
か
れ
た
ス
タ
ン
ド
看

板
。 

 
 

 

そ
の
前
に
停
ま
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
。 

 
 

 

酔
っ
払
い
の
前
田
五
郎
（
５
０
）
を
タ
ク
シ

ー
に
乗
せ
る
藤
本
香
織
（
２
７
）
と
大
島
楓

（
４
０
）
。 

 
 

 

香
織
は
、
丈
が
短
め
の
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
を

履
い
て
い
る
。 

香
織
「
ほ
ら
ほ
ら
、
前
田
様
、
し
っ
か
り
し
て
下
さ 

い
よ
」 

前
田
「
俺
は
ま
だ
、
飲
め
る
」 

楓
「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
す
」 

前
田
「
マ
マ
、
ま
だ
飲
め
る
ま
だ
飲
め
る
よ
」 

楓
「
は
い
は
い
。
（
運
転
手
に
）
す
み
ま
せ
ん
。
出
し 

て
下
さ
い
」 

 
 

 

楓
、
タ
ク
シ
ー
の
扉
を
閉
め
る
。 

 
 

 

走
り
去
る
タ
ク
シ
ー
。 

 
 

 

タ
ク
シ
ー
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
を
す
る
香
織

と
楓
。 



 

楓
「
香
織
ち
ゃ
ん
、
お
疲
れ
様
。
今
日
は
も
う
上
が 

っ
て
い
い
よ
」 

香
織
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
外
観
～
大
島
家
玄
関
前
（
夜
） 

 
 

 

古
い
２
階
建
て
ア
パ
ー
ト
。 

 
 

 

楓
が
ア
パ
ー
ト
の
階
段
を
上
っ
て
い
る
。 

 
 

 

部
屋
の
鍵
を
開
け
て
入
ろ
う
と
す
る
が
、
鍵

が
掛
か
っ
て
入
れ
な
い
。 

香
織
「
え
、
開
い
て
た
の
」 

 
 

 

慌
て
て
鍵
を
開
け
、
中
に
入
る
。 

 
 

 
 

〇
同
・
台
所
～
居
間
（
夜
） 

台
所
の
横
に
居
間
が
あ
る
。 

玄
関
か
ら
居
間
は
見
え
な
い
。 

台
所
の
端
に
姿
見
が
置
い
て
あ
る
。 

玄
関
に
は
、
小
さ
な
女
の
子
の
靴
と
高
価
そ

う
な
男
の
革
靴
２
足
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

 

香
織
、
靴
を
見
て
驚
い
て
、
中
に
入
る
。 

香
織
「
茉
優
！
」 



 

 
 

 

台
所
を
通
っ
て
、
居
間
に
入
る
香
織
。 

 
 

 
途
中
、
持
っ
て
い
た
鞄
を
台
所
で
捨
て
る
。 

 
 

 
居
間
に
は
藤
本
茉
優
（
５
）
が
布
団
で
眠
っ

て
い
る
。 

 
 

 

そ
の
側
で
座
っ
て
茉
優
を
見
て
い
る
山
崎
賢

一
（
３
３
）
と
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
つ

矢
島
隆
（
５
０
）
。 

 
 

 

山
崎
を
見
て
驚
く
香
織
。 

香
織
「
賢
一
さ
ん…

…

」 

賢
一
「
随
分
大
き
く
な
っ
た
ね
。
女
の
子
だ
か
ら
か 

な
、
僕
に
似
て
る
」 

 
 

 

賢
一
が
茉
優
の
頭
に
触
れ
よ
う
と
す
る
。 

香
織
「
や
め
て
」 

 
 

賢
一
か
ら
守
る
よ
う
に
、
茉
優
の
身
体
の
上

に
手
を
置
く
。 

香
織
「
今
更
何
な
の
？
」 

賢
一
「
香
織
、
娘
を
今
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」 

香
織
「
は
？
」 

賢
一
「
子
ど
も
が
ね
、
出
来
な
い
ん
だ
よ
。
妻
は
子



 

ど
も
が
大
好
き
で
ね
。
僕
の
会
社
も
引
き
継
い
で

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
」 

香
織
「
だ
か
ら
何
？
」 

賢
一
「
僕
も
妻
も
、
女
の
子
だ
か
ら
ダ
メ
、
と
か
は

な
い
ん
だ
。
今
の
時
代
、
女
性
も
社
会
で
活
躍
し

て
い
か
な
い
と
ね
」 

 
 

 

賢
一
が
矢
島
に
目
配
せ
を
す
る
。 

 
 

 

矢
島
が
香
織
の
前
に
座
り
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ

ー
ス
を
開
け
る
。
中
に
は
札
束
が
入
っ
て
い

る
。 

 
 

 

香
織
、
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
手
で
払
い
の

け
る
。 

香
織
「
馬
鹿
に
し
な
い
で
！ 

茉
優
を
渡
す
わ
け
な 

い
で
し
ょ
！
」 

 
 

 

部
屋
に
置
い
て
あ
る
置
時
計
を
見
る
賢
一
。 

 
 

 

時
計
の
針
は
１
２
時
半
を
指
し
て
い
る
。 

賢
一
「
こ
ん
な
時
間
ま
で
何
を
？
」 

香
織
「
働
い
て
る
ん
で
し
ょ
！ 

忘
れ
た
の
？ 

産

ん
で
も
認
知
出
来
な
い
っ
て
言
っ
た
の
。
だ
か
ら

私
は
一
人
で
産
ん
で
一
人
で
育
て
て
る
の
。
茉
優



 

の
親
は
私
だ
け
、
私
だ
け
な
の
」 

賢
一
「
僕
た
ち
が
育
て
れ
ば
、
こ
ん
な
時
間
に
一
人

で
い
る
こ
と
は
な
い
」 

香
織
「
こ
の
子
は
し
っ
か
り
し
て
る
の
。
そ
こ
ら
の

子
ど
も
と
違
う
の
」 

賢
一
「
鍵
が
開
い
て
た
よ
」 

香
織
「
そ
ん
な
こ
と…

…
」 

賢
一
「
ま
だ
５
歳
だ
」 

香
織
「
こ
れ
か
ら
は
大
丈
夫
。
き
ち
ん
と
教
え
る
」 

賢
一
「
君
と
同
じ
道
を
歩
ま
せ
る
の
か
？
」 

香
織
「
何…

そ
れ
」 

賢
一
「
僕
た
ち
が
育
て
れ
ば
、
何
不
自
由
な
く
暮
ら

せ
る
。
や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
や
ら
せ
て
あ
げ

れ
る
。
教
育
だ
っ
て
、
し
っ
か
り
つ
け
さ
せ
ら
れ

る
。
仕
事
も
結
婚
も
、
全
て
手
に
入
る
」 

香
織
「
渡
す
わ
け
な
い
で
し
ょ
」 

賢
一
「
こ
れ
は
茉
優
の
た
め
な
ん
だ
」 

香
織
「…
…

」 

賢
一
「
正
し
い
判
断
を
す
る
ん
だ
。
娘
の
将
来
の
た

め
に
」 



 

香
織
「…

…

」 

 
 

 
茉
優
を
抱
き
か
か
え
、
連
れ
て
い
く
賢
一
。 

香
織
「
待
っ
て
」 

 
 

 

引
き
留
め
よ
う
と
す
る
香
織
。 

 
 

 

香
織
を
制
止
す
る
矢
島
。 

矢
島
「
奥
様
は
と
て
も
愛
情
深
く
、
お
優
し
い
方
で

す
。
賢
一
様
が
仰
っ
た
よ
う
に
、
茉
優
様
の
将
来

の
た
め
で
あ
り
ま
す
。
茉
優
様
を
本
当
に
思
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
賢
一
様
と
奥
様
に
お
任
せ
下

さ
い
」 

香
織
「…

…

」 

 
 

 

矢
島
、
香
織
に
一
礼
し
て
出
て
い
く
。 

 
 

 

茉
優
の
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。 

茉
優
の
声
「
マ
マ
！
」 

香
織
「
茉
優
！
」 

 
 

 

香
織
、
慌
て
て
部
屋
か
ら
出
て
い
く
。 

 

〇
ア
パ
ー
ト
前
（
夜
） 

 
 

 

一
台
の
高
級
車
が
止
ま
っ
て
い
る
。 

賢
一
、
泣
き
叫
ぶ
茉
優
を
抱
き
か
か
え
、
車



 

に
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 
ア
パ
ー
ト
の
階
段
を
下
り
て
く
る
香
織
。 

香
織
「
茉
優
！
」 

茉
優
「
マ
マ
」 

 
 

 

山
崎
麗
奈
（
３
０
）
が
車
か
ら
出
て
く
る
。 

 
 

 

麗
奈
は
高
級
そ
う
な
ス
カ
ー
ト
を
履
き
、
綺

麗
な
恰
好
を
し
て
い
る
。 

麗
奈
の
ス
カ
ー
ト
が
風
に
な
び
い
て
い
る
。 

 
 

 

香
織
、
麗
奈
を
見
て
立
ち
止
ま
る
。 

 
 

 

麗
奈
、
茉
優
の
頭
を
優
し
く
撫
で
る
。 

 
 

 

賢
一
、
車
に
乗
り
込
む
。 

 
 

 

麗
奈
、
香
織
を
見
て
、
一
礼
す
る
。 

 
 

 

車
に
乗
り
込
む
麗
奈
。 

茉
優
「
マ
マ
！
」 

 
 

 

茉
優
の
声
を
聞
き
、
追
い
か
け
る
香
織
。 

香
織
「
茉
優
！ 

茉
優
！
」 

 
 

 

車
が
走
り
去
っ
て
行
く
。 

 
 

 

車
を
追
い
か
け
る
香
織
。 

 
 

 

躓
き
、
転
ぶ
香
織
。 

香
織
「
茉
優
！
」 



 

 
 

 

車
が
見
え
な
く
な
る
。 

 
 

 
香
織
、
立
ち
上
が
り
、
急
い
で
家
に
戻
る
。 

 

〇
同
・
台
所
（
夜
） 

 
 

 

香
織
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

床
に
落
ち
て
い
る
鞄
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出

す
。 

香
織
「
タ
ク
シ
ー
、
い
や
、
警
察
」 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
が
、
ふ
と
、

姿
見
に
写
っ
た
自
分
の
姿
を
見
る
。 

  
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

回
想
。 

 
 

 

ア
パ
ー
ト
前
。 

 
 

 

車
か
ら
降
り
て
く
る
麗
奈
。 

 
 

 

麗
奈
の
綺
麗
な
ス
カ
ー
ト
が
な
び
い
て
い

る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

 
 

  
 

 

姿
見
に
写
っ
た
自
分
の
姿
を
見
て
い
る
香



 

織
。 

 
 

 
力
な
く
ス
マ
ホ
を
落
と
す
。 

香
織
「…

…
…

」 

 
 

 

呆
然
と
す
る
香
織
、
一
筋
の
涙
が
零
れ
る
。 

 

〇
会
社
の
社
長
室
・
中 

 
 

 

Ｔ
・
２
０
年
後 

 
 

 

茉
優
（
２
７
）
が
取
材
を
受
け
て
い
る
。 

 
 

 

カ
メ
ラ
マ
ン
に
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

少
し
離
れ
た
所
に
立
っ
て
い
る
賢
一
（
５

４
）
。 

茉
優
「
我
が
社
か
ら
女
性
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
組

織
の
仕
組
を
作
り…

…

」 

 
 

 

満
足
そ
う
に
茉
優
を
見
守
る
賢
一
。 

 

〇 

ス
ナ
ッ
ク
「
友
」・
中 

 
 

 

音
楽
が
流
れ
、
数
人
の
客
が
飲
ん
で
い
る
。 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
香
織
（
４
８
）
、
楓 

 
 

 
 

（
６
１
）
が
い
る
。 

カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
る
前
田
（
７
１
）
。 

 



 

 
 

 

楓
は
他
の
客
の
相
手
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
香
織
が
前
田
の
前
に
酒
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
を

置
く
。 

 
 

 

前
田
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
。 

前
田
「
息
子
な
ん
か
、
全
然
、
実
家
帰
っ
て
来
ん
！ 

薄
情
な
息
子
だ
よ…

…
」 

香
織
「
息
子
さ
ん
も
忙
し
い
の
か
も
ね
」 

前
田
「
香
織
ち
ゃ
ん
、
娘
だ
っ
け
？ 

居
た
よ
ね
？ 

 

ど
う
し
て
る
の
？ 

会
っ
て
る
の
？
」 

香
織
「
（
苦
笑
い
）」 

前
田
「
母
親
が
子
ど
も
捨
て
た
ら
い
か
ん
！ 
香
織

ち
ゃ
ん
、
こ
れ
だ
け
は
言
わ
せ
て
」 

 
 

 

楓
が
や
っ
て
来
て
、 

楓
「
は
い
は
い
、
飲
み
過
ぎ
！
（
香
織
に
小
声
で
）

裏
で
休
憩
し
て
お
い
で
」 

前
田
「
そ
ん
な
飲
ん
で
な
い
」 

楓
「
は
い
は
い
」 

 
 

 

香
織
、
出
て
い
く
。 

 

〇 

同
・
裏
手
・
外 



 

 
 

 

外
に
出
て
く
る
香
織
。 

 
 

 

空
の
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
の
上
に
腰
を
掛
け
、
煙

草
を
吸
う
香
織
。 

服
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
雑
誌
の
切
り
抜
き
を
出

し
眺
め
る
。 

切
り
抜
き
に
は
、
茉
優
の
写
真
と
共
に
『
期

待
の
次
期
女
性
後
継
者
』
と
書
か
れ
て
い

る
。 

切
り
抜
き
を
見
つ
め
、
優
し
く
笑
う
香
織
。 

再
び
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
い
、
煙
草
の
火
を
消

し
、
中
に
戻
っ
て
行
く
香
織
。 

 
 


